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本研究のために，東日本 5 系列(江戸・名古屋・信州・会葎・出羽) ，西日本 9 系列(大坂一一金・
銀建一一，近江・播州・福知山・広島・防長・佐賀・熊本)の合計14系列長期米価データを利用する乙












第 3 部から導出される主な論点は次のとおりである。 (1)貨幣的要因を除去した米価趨勢は17世紀の70
年代まで急速に上昇したあと，幕末までゆるやかに低落する一方であった。乙れは人口の安定化に伴い，
たえず米生産力の上昇が持続したことを示唆する。 (2)大坂・江戸を「中央市場」とする通説に対して，
米 iと関する限り，水戸地方から江戸・東海・大坂・瀬戸内に至る，表日本側では，むしろ大坂・江戸の
方が低米価であり，従来の米流通機構のあり方についての解釈の再検討が要せられることとなる。 (3)時
とともに地方，全国を問わず米の価格差は縮少し，その度合は中央一地方都市間よりも，地方市場内で
の方が激しかった。その要因として海路以上に陸路で輸送手段の改善があったと想定しうる。
論文の審査結果の要旨
本論文は日本近世の物価に関する数量史的研究の方法を確立すると同時に，物価史の側面から近世の
経済構造と経済変動の分析を試みたものである。本研究は独自の分析方法を開発して米価史研究に従来
-22 ー
利用されなかった史料を利用して長期的な時系列データの作成に成功するとともに，研究の対象年代を
近世初頭まで遡らせ，さらには研究の対象地域を全国的な規模にまで拡大した。乙れらの点において本
研究は日本近世物価史研究上画期的な意義を有するのみならず，日本近世経済史研究の発展に多大の寄
与をなすものであって，経済学博士の学位を授与するに十分値するものと判定する。
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